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アポイデ ッドクロッシングの近 くでは､ハミル トニアンは2×2行列で表される｡行列要素
が次の条件を満たすように表示を変換する｡


















































が生 じることはよく知 られたことであるo この性質を利用 して､diabatictransformation(2)の
半古典的な意味を考察することにする｡
対角要素と固有イ直のそれぞれに対するフーリエ変換の比較を図4に示す｡ここに示 した範囲
では､明らかに対角要素のフーリエ変換 (実線)の方がピークが高 くなっていることがわかる｡こ
の図の範囲でピークが高 くなることは､もっと長い周期軌道のピークが逆に小 さくなったことを
意味する. 断熱的なレベルにdiabatictransformationを施すと､もともと量子系の固有値が持っ
ていた非常に長い周期軌道の依存性がおさえられるということである｡ つまり､アポイデッドク
ロッシングの存在 と長い周期軌道-の依存性が一対一に対応 していると考えられる.
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図4変換後の対角要素のフーリエ変換(実線)､変換前の固有値のフーリエ変換｡
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このことを､図 2の波動関数の上で見てみることにしよう｡アポイデッドクロッシングから
離れた場所では､固有関数は比較的短い周期軌道の周 りに局在 しているが､アポイデッドクロッ
シングの場所では複雑な形をしている｡これは､波動関数が長い周期軌道と対応 していることの
表れである｡dia.bati°transfbrmationによって変換された後の基底 と比較すれば､｢アポイデッ
ドクロッシングをクロスに変えると同時に長い周期軌道の異存性をおさえる｣というこの変換の
半古典的な意味あいを端的に読みとることができる｡
I
5.Conclusion
本講演では､非可積分系のパラメータの断熱変化で生じるアポイデッドクロッシングを半古
典的に説明することを試みた｡ その結果､アポイデッドクロッシングと長周期軌道の対応という
非常に興味深い関係が示唆された｡ このことは非可積分量子系に対する理解を深めるだけでなく､
少数多体系における非断熱遷移という大きな問題に半古典量子力学の手法を持ち込むための糸口
になるのではないかと期待 している｡
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